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現代に於ける世界的偉人εしての

エデントン漱授芒ジーンス博士

　「文藝春秋」の本年三月號第15頁に千葉春村氏が書いてみる記事の中に

次の如きものがある．

　　（前略）

　　ロンドンの新聞記者が米銘のコロムビや大學総長ニコラス・ムーレー。バット

　ラ一匹士ε心見け二際，同博士がその談話中「現代にに眞に偉人ビもいふべき人

　物に一人も存在しない」ビ喝破し才このに因な獲して居るのである・

　　同博士曰く「これ豪で過去ご千年の間・未だ曾て何れの時代に於ても，一人か

　ご人，偉人eもいふべき大詩人，大王學者若しくば大天オの現はれない時代にな

　かつ7こ．だが現代にに偉人らしい偉人it一人もない・世界の何れの國を見渡して

　も，遺憾ながら只の一人も見当らぬ」S．

　　これに忘して，第一に反封の聲々學げ7；のば，プリテツシ・アソソシエ）一　“一　Y

　ンの前三頭サー・ナリヴアー。ロツツ氏である・

　　「私匡ムーンー博士亡は大に意見な異にする者である・現在生存してみる者の

　申に，寧ろより偉い人が現代の天文學門徒に存在すゐ・例へばエデング下ン敏授

　の如き・ホップウッド。ツヤンズ博士の如き即ちそれであろ・現代にに偉人ば只

　の一人もない？　いやいや私ばその説にに賛成し兼ねる」ホ

　エデントン，ジーンス爾氏の名は本誌にも以前から度々紹介した所であ

るから，今更こNに記すまでも無いが，しかし，此の二人が實に現代の総

てを代表する世界的王入であるミいふロヂ翁の心醇ぶりには驚かされるや

うな氣もする．しかし，何時の時代，何れの國に於いても，現に目前に居

る偉入を偉人ミ見るこミが困難であって，多くは其の入が死んでから後に，

始めて「彼れは世界的偉人であった！」なさε感じ，崇拝するのが普通で

ある．之れ畢面するに吾人が，眞に偉人ミする人を見る眼が無いのによる。

一こうして考へて見るミ，今の潮海にPヂ翁のやうな大先輩があって，

其の同時代人や後輩の中にも，實に「世界的偉人がみる」ミいふ眼を持っ

てるるのは羨ましき限りである．古人の言の如く，眞に「千里之馬」は良

い自転によってのみ見出されるのだ．して見るS，「千里之馬」も欲しいけ

れさ，其れミ共に，眞に良い病訴も欲しいものである．

　　因みに，ロヂ翁に推墾された二人のうち，エデントン教授は，本年僅

かに四十五歳の青年學者であって，かってはグリニチ天文皇の首席助手で
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あっ九が，1914年R，S．ボールの後を縫いで英國ケンブリヂ大學の講座罐

任教授粂同大學天文脚長に八けられた．グリニチ時代にはダィソン皇長を

助けて，恒星の聖明なさの統計研究をし，二大星流説のために奮圖しナこ．

ヶンブリチ大志に移ってから，先づアインシタイン流の相封原理の理論ミ

實際εを研究し，1919年には親しくアフリカの皆既日食観測に出張して，

相封原理の最初の確謹を齎らし，實にアインシタィンの名を世界的にした

張本入である．最近は，シゾルッシルドの輻射・李衡論を進展させて，恒星

の内部構造に關する破天荒の研究を爽表し，世界を驚かしつNある，氏の

著書ミして有名なもの．は

　　Stellar　Movements　and　the　Structure　of　the　Universe，　（1910），

　　Mathemaitcal　Theory　of　Relativ1ty，　（1923），

　　Space，　Time　and　Gravitation，　（1920），

　　Interior　of　the　Star，　（1927），

　　Stars　and　Atoms，　（1928）．

　＊プウド・ハロルド。ジρンス博士は，エデントン教授より四つ五つ年長

者であるが，力負此の人は数理物理隠者εして，可なり以前からガス艦の

理論や電直面垢面の著書等がある．最近十数年間，天艦進化論の研究に手

をつけ，先つヤコビ，ボアンカレ等の回韓論や，ダーヰンの潮汐論を瞼討

した後，チェンバVン。ムルトン爾託の微遊星詮を嚢展させ，それにラプ

ラス流の星雲進化論を取り入れて，逡には今世紀に於ける宇宙進化論を大

成し，：更に，常に前記エデントン教授εの間に花々しい論戦をつX“けつN

天二進化の理論を凋自的に開拓して，途には「液罷恒星論」にまで到着：し

ナこのは一二年前であった．一1925年から1927年まではロ”ヤル弓丈學

會の會長をつミめナここミもあるが，：元來，富豪の學究者であって，官職や

公職には就かす，ドルキングの寒村に悠々自適して日を発ってるる．著書

の中で有名なものは

　　Dynamical　Theory　of　Gases，　（1904），

　　Mathematical　Theory　of　Electricity　and　Magnetis皿，（1908），

　　Problems　of　Cosmo．crony　and　the　Stellar　Dynamics，　（1919），

　　Astronomy　and　Cosmogony，　（1928）．


